
◆　官公庁の医療政策 新聞 掲載日 

勤務医に重点の報酬配分改訂 
中央社会保険医療協議会は、新委員(病院3人、医師会2人)による総会を開催。診療報酬 
は病院勤務医に手厚くし、救急医療や産婦人科などへの重点配分が焦点。（4面） 

読売 10.31 

厚労省　ＤＭＡＴ活動要領改訂 
自治体とＤＭＡＴが緊密に連携した災害支援活動を行うため、都道府県の役割、自治体 
と消防との連携を具体的に明記し、実践に即した活動要領に改訂。（夕1面） 

読売 10.31 

「聖域」なき中医協人事 ○厚労相　勤務医重視へ決断　○医療の抜本改革につなげ　○調整役不在で不安の声も 朝日 10.28 

◆　病院経営 

短時間勤務で育児と両立 ○変わる看護師の職場　○人手不足の病院 役割に重み　○医師の「肩代わり」模索 朝日 10.16 

医療、介護の倒産最多 
[概要]2009年度上期（4～9月）倒産した医療機関、介護事業者数は過去最高の50件(帝国 
データバンク調査)。医療機関は前年度の2倍の30件、介護事業者は1.5倍の20件。 

千日 10.14 

◆　研修制度 

臨床研修希望先　大学離れ歯止め ○来春のマッチング、　前年度比0.6ポイント増 朝日 10.30 

大都市圏に集中する臨床研修先 
臨床研修希望者8,200人。東京、神奈川、愛知、京都、大阪、福岡の病院を選んだのは 
3,760人(47.7％)と、大都市圏選択傾向は続く。大学病院は5年連続で半数以下。(14面) 

読売 10.30 

◆　地域医療 

組合立国保成東病院 
3月末で組合解散　山武市単独に 

[概要]同病院は山武市と東金市、九十九里町、芝山町で構成されていた。山武市は中期 
目標を策定し、独法認可申請を千葉県に提出する。評価委員8名は内定している。 

千日 10.21 

２,３次救急対応 
「地域医療センター」計画案了承 

東金市と九十九里町の「地域医療センター」は、22科314床、脳神経外科、循環器内科な 
ど56人の常勤医を千葉大から確保し、2014年度の開設を目指す。（31面） 

読売 10.20 

◆　救急・救命 

東京都　スーパー総合周産期センター 

搬送コーディネーター制度をスタート 

｢スーパー総合周産期センター｣は日赤医療センター、昭和大病院、日大板橋病院。助産 
婦、看護師が仲介役を務める「搬送コーディネーター」制度を8月にスタート。（3面） 

読売 10.26 

◆　再生医療 

特許出願支援へ新会社 ○製薬大手ＯＢら　○京大とｉＰＳ関連で契約 朝日 10.5 

不整脈患者から作製へ ○ｉＰＳ細胞　国立循環器病センターなど　○最適な治療法探る 朝日 10.4 

◆　臓器移植 

指名や順位認めず ○厚労省作業班　○臓器移植法の優先提供 朝日 10.28 

医学・医療に関連する商業紙報道　見出し･概要　（平成21年10月１日～10月31日 ）



◆　医学・医療・科学情報 

医学研究用動物　豚に注目 糖尿病、肝硬変の治療研究も 朝日 10.30 

千葉県がんセンターと放医研 
医療研究協定締結 

「重粒子線治療」などの医療設備を両機関の患者が利用、治療の幅が広がる。研究面で 
も資料や設備などの相互利用ができ、がん治療の発展に貢献できる。（35面） 

読売 10.28 

◆　新型インフルエンザ 

・感染動向 

１週間で100万人超す ○5道県、警戒レベル 朝日 10.30 

拡大、１週間で445人入院 [概要]19歳以下の入院患者が394人と9割、5～9歳が181人と、患者の多くが小児。 千日 10.22 

子どもの重症例が増加 早期からの重症化　症状急変に対応できず（3面） 読売 10.19 

新型ｲﾝﾌﾙの子　呼吸器障害にご注意 ○季節性ではほぼ皆無　○小児科学会 朝日 10.3 

・ウイルス 

タミフル耐性のウイルス ○突起が変異、効力鈍る　○見直されるリレンザ 朝日 10.16 

・ワクチン 

優先接種対象者へ　前倒しで接種 17県で11月2日から（39面） 読売 10.31 

優先接種、かかりつけ医で受診 ｢優先接種対象者証明書｣が必要（夕1面） 読売 10.30 

一般接種　岐阜・山口など3県で ○妊婦らを優先　○来週以降全国で本格スタート　○供給足りず　接種時期、地域差も 朝日 10.30 

子どもの臨床試験実施へ [概要]新型と季節性ワクチンで6ヶ月以上13歳未満の男女360人が対象。用量見直しも。 千日 10.30 

2万人接種　7人副作用 ○厚労省調査 朝日 10.24 

ワクチン優先接種者　２回接種 厚労省接種計画　優先接種者以外の希望者全員への接種は不可能か（1面） 読売 10.21 

まず医療従事者　千葉県内でも ○4万2700人対象　○実施医療機関　県ＨＰで公表　○いつ、どこで？問い合わせ相次ぐ 朝日 10.20 

ワクチン接種開始　まず医療従事者 ○｢１回接種｣自治体混乱　○｢回数変更ならもっと早く｣　○計画や調整　二度手間 朝日 10.19 

あすからワクチン接種 
16都道府県｢開始難しい｣ 

[概要]医療従事者から接種。19日の予定が東京は26日の週から。今後の接種スケジュー 
ルの遅れが懸念される。厚労省の情報伝達の遅さなどに批判が出た。(共同通信まとめ) 

千日 10.18 

新型インフル注意報　ワクチンは ○接種1回に変更　自治体混乱も　○16歳でも脳症に 朝日 10.17 

国産ワクチン　13歳以上は接種1回 ○厚労省が決定へ 朝日 10.17 

新型と季節性　同時接種OK ○厚労省調査会が結論 朝日 10.19 

幼児は12月後半 ○ワクチン接種 朝日 10.3



公費負担を広げるべきだ ○社説 朝日 10.3 

・対策 

夜救診など医師増員へ 
千葉市　新型インフル拡大で 

[概要]9月28日～4日の1医療機関当たりの受診患者数が10.22と急増したための追加対応 
策。他に、PCR検査装置の１台増設、ワクチン接種が可能な医療機関の取りまとめなど。 

千日 10.9 

新型インフルの本格流行　混乱警戒 ○首都圏の自治体　対策を検討　○空き病床割り当てに限度　○救急外来もパンクの恐れ 朝日 10.3 

・社会生活への影響 

感染した受験生に追試 ○国立８大学が救済策 朝日 10.18 

・その他 

普及急げ　肺炎球菌ワクチン ○インフル対策　○重症化を防ぐ効果　○助成自治体、昨年の倍　○乳幼児向けも来春発売 朝日 10.20 

東京都　72歳　女性 
伊丹市　8歳(小学校2年生)女児 
神戸市　30歳代　男性 
大東市　46歳、男性 
堺市　6才　女児 
宇土市　20代　男性 
石巻市　50代　男性 
東京都　63歳　女性 
四條畷市　80歳代、女性 
奈良市　80歳代　男性 
埼玉県　13歳　女児 
福井県　50歳代男性 
埼玉県　67歳　女性 
厚木市　50歳代、女性 
東京都　3歳　男児 
東京都　36歳、女性 
横浜市　5歳、男児 
西宮市　8歳(小学2年生)　女児 
愛知県　16歳　男性 
東京都　4歳　男児 
旭川市　20代　男性 
東京都　5歳　男児 
堺市　40才代　女性 

注記　１．千日：千葉日報　　２．読売新聞の見出しは著作権の関連で新聞掲載記事のものとは違います。

　　　３．日本経済新聞は著作権等があり除外 

10月31日　肝硬変で通院中 

10月29日　基礎疾患あり 
10月30日　基礎疾患なし 

10月31日　既往歴なし 
10月30日　基礎疾患：悪性リンパ腫治療中　免疫抑制剤内服中 

10月4日　 基礎疾患：高血圧症 
10月6日　 基礎疾患なし 

10月13日　基礎疾患なし 

・死亡報告　(厚生労働省:新型インフルエンザに関する報道発表資料より) 

10月15日　既往症なし 
10月18日　基礎疾患：糖尿病、喘息 
10月20日　基礎疾患なし 

10月23日　基礎疾患等：糖尿病、高血圧、脳梗塞 
10月22日　基礎疾患：糖尿病、高血圧、高脂血症、脳梗塞後遺症あり 
10月20日　基礎疾患なし 

10月14日　基礎疾患：気管支喘息 
10月14日　基礎疾患なし 

10月9日　 基礎疾患あり 

10月25日　基礎疾患なし 
10月26日　基礎疾患：糖尿病 
10月26日　基礎疾患：慢性腎不全 

10月28日　基礎疾患：糖尿病、慢性腎不全 
10月27日　心疾患で通院中 

10月29日　基礎疾患の有無は不明


